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２ ０ ２ １ 年 度 第 １ 回 法 学 研 究 科 委 員 会 議 事 録 要 旨  
 

日  時：２０２１年４月１４日（水）１５時００分～１５時５０分 

開催方法：Zoom によるオンライン及び対面による開催 

会議場所：板橋校舎 １号館 ４階 １－０４２０教室 

構成員数：２３名（定足数１２名） 

出 席 者：２１名（定足数充足） 

 

議長：  坂部真理（法学研究科委員長） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

＜議案＞ 

議案１．2021年度法学研究科委員長の代行について 

議長より、慣例により法律学専攻主任が指名され、委員会はこれを承認した。 

 

議案２．2021年度法学研究科各専攻主任の代行について 

 議長より、法律学専攻主任が指名され、代行は前々の法律学専攻主任の委員が指名された。引き続

き政治学専攻主任中根一貴委員より、代行は前々の専攻主任であった委員が指名され、委員会はこれ

を承認した。 

 

議案３．2021年度法学研究科委員会日程（案）の変更について 

議長より、資料に基づき説明がなされ、日程変更は法学部教授会と同日になっていた 7 月の委員

会を 21 日に変更した旨報告がなされた。なお、別の委員より開始時間が 15 時からなのはなぜかとの

質問がなされた。事務委員より会場の制約があるためとの説明がなされ、適当な会場があれば時間を

早める旨検討するとの説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案４．法学研究科院生研究発表会の実施日程について 

 議長より、資料に基づき説明がなされ、1 年生の院生研究発表会は、11 月 24 日（水）、2 年生

が 6 月 23日（水）予定である旨説明があった。なお、1年生は研究計画書の提出もある旨、確認

がなされた。また、開催方法については後日決まり次第委員会に報告する旨説明がなされ、委員

会はこれを承認した。 

 

議案５．2022年度大学院入学試験実施要項（案）について 

 議長より、資料を基に説明がなされ全体に係わる部分については、日程以外の変更点はない旨説明

がなされた。次に法律専攻について法律学専攻主任が指名されたが特に修正点（変更点）がない旨報

告された。引き続き政治学専攻主任が指名され、１名の委員が産休に入られ、またもう１名の委員が

退職を希望している旨説明があり、前期課程の国際関係論演習と行政学演習を募集せずにしている。

博士課程後期課程に関しても行政学演習は同様に募集せずにしている。公共政策学専修コースも同様

募集せずにしている。しかし新たに博士課程前期課程、博士課程後期課程において日本政治思想史を

募集する。ただし、東洋政治思想史に関しては昨年度に引き続き募集せずにする。東洋思想史演習は

留学生の受験生が受験する可能性が高い、にもかかわらず１名の委員（サバティカル中）以外の先生

の作題が難しいとの結論に達し、当該委員からも了解を得ている旨説明がなされ、委員会はこれを承

認した。 
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議案６．2022年度法学研究科推薦入試要項（案）について 

議長より、資料に基づき説明がなされ、両専攻とも特段の変更点はない旨説明があり、委員会

はこれを承認した。 

 

議案７．その他 

特になし 

 

＜報告承認事項＞ 

報告承認事項１．2021年度大学院入学試験（研究生）の合否判定について 

議長より、受験生政治学後期研究生を面接の結果、合格（A）としたが入学手続きをしなかったた

め辞退ということになった旨報告がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

報告承認事項２．2020 年度事業報告（案）兼業務確認シートの提出について 

議長より、前委員長が指名され、資料のとおり説明がなされ、法学研究科全体の主旨としては

FD研究会を開催がなされたとの説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

報告承認事項３．法学研究科政治学専攻博士課程前期課程（公共政策学専修コース）の 

アドミッション・ポリシーについて 

議長より、資料に基づき説明がなされ、旧来の公共政策学専修コースのアドミッションポリシ

ーは、人の属性等を中心に定義されていたが、これを大学全体のアドミッションポリシーと合わ

せる形とし、スキル並びに能力に焦点を当てたアドミッションポリシーに変更したとの報告があ

り、委員会はこれを承認した。 

 

報告承認事項４．2021 年度部局別自己点検・評価委員会委員について 

 議長より、資料のとおり説明がなされ、新執行部（委員長、法律学専攻主任、政治学専攻主任）、事

務委員の４名とした旨説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

報告承認事項５．その他 

特になし 

 

＜報告事項＞ 

報告１．大学院評議会等会議報告 

 議長より、資料に基づき報告がなされた。 

 

報告２．2021年度両専攻予算について 

議長より、資料に基づき報告がなされた。 

 

報告３．その他 

議長より、両専攻主任により両専攻のシラバスチェックが完了した旨報告がなされた。 

 

 

 

＜閉会＞ 

以上の審議をもって議長が閉会を宣し、法学研究科委員会は、1５時５０閉会した。 

以 上  


